社会基盤工学ORT・インターンシップA実施の心得
1． 実習計画書

1) 実習に関する希望（テーマ，実施期間，実施形態（連続／不連続））を先方に正確に伝えること。

2) 上記および実習受け入れ機関のご都合、さらに指導教員および実習担当教員のアドバイスを十分踏まえて、実習計画書を作成すること。

3) 実習計画書は指導教員および実習担当教員の承認を受けること。

4) 承認を受けた実習計画書を、実習受け入れ機関に事前に送付しておくこと。

2． 実習開始時
1)出頭場所・出頭日時を厳守すること。
2)学生証・印鑑・実習手帳は必ず携行すること。特に遠隔地に行く場合には保険証またはそのコピーを持参すること。また、先方から指示されたもの(在学証明書・履歴書・作業服・寝具など)を忘れないように持参すること。
３．実習中
1)実習先の指示に従うとともに、迷惑をかけないこと。
2)記録のために、毎日、実習日誌をつけること。一日あたり約2頁程度にわたり実習内容を記載すること。その日に行った実習の内容を克明に記すとともに、考察および疑問点に対する担当官との質疑を記載するのがよい。
3)事故や怪我のないように各自十分気をつけること。
4)万一、緊急事態が生じた場合は、指導教員または各実習担当教員まで至急連絡すること。

４．実習修了時
1)実習修了時には、｢インターンシップ実施証明書｣に、実習概要および受け入れ機関担当者のコメントをいただき、責任者の署名・捺印を忘れずに受けること。
2)実習先でお世話になった方々のお名前(局長・部長・所長・課長・係長など)を実習日誌にメモしておくとよい。
3)実習修了後、直ちに各実習担当教員まで報告すること。
4)実習修了後適当な時期に、実習中特にお世話になった方に、お礼の葉書を送るなど配慮することが望ましい。

５．京都大学帰学後
1)インターンシップ実施証明書を実習担当教員まで提出すること。

2)実習報告書を12月末までに提出すること。
3)1月中～下旬頃に実習内容に関する発表会を予定しています。日程などの詳細は、追って連絡します。
